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抄録 
本研究は，特別養護老人ホームにおいて介護記録の勉強会を行うことで介護福祉士の記録への意

識や実践における活用の変化が表れるかを明らかにするために行った．研究者主体で勉強会を行い，

勉強会前後には半構造化面接による介護記録の目的に関するヒアリング調査を行った．勉強会前の

ヒアリング調査から介護記録の目的として考えられていた内容は≪情報共有≫≪介助の向上≫≪

リスク管理≫≪家族への責任≫≪申し送り≫≪連携≫≪義務としての記録≫の7つのカテゴリーが

抽出された．勉強会前のヒアリング調査をもとに，介護記録の目的，書き方，SOAP記録の意義，

書き方に関しての勉強会を行った．勉強会後に行ったヒアリング調査では，≪情報共有≫≪リスク

管理≫≪連携≫≪仕事の一環≫≪活用方法の変化≫のカテゴリーが抽出された．≪情報共有≫≪リ

スク管理≫≪連携≫では，大きな意識の変化は見られなかったが，≪仕事の一環≫≪活用方法の変

化≫において，≪義務としての記録≫の意識から≪仕事の一環≫としての意識の変化が見られた．

勉強会の実施を通して介護記録，介護に関しての意識が向上したことで介護の質の向上が図られた

と考える． 
 

Ⅰ.序論 

介護保険法が施行されてから 17 年が経過して

おり，介護サービスの「質」よりも「量」を増や

すことが積極的に取り組まれていた時代から大き

く変わり，施設数自体の増加により，今後は介護

サービスの「質」に関した取り組みを目指すこと

が求められている． 

介護サービスの「質」に関しての取り組みは永

田の研究において 1970 年代から取り組まれてい

たことがまとめられている 1）．1972 年中央社会福

祉審議会老人福祉専門分科会の発表した「老人ホ

ームのあり方」に関する中間意見では，高齢化が

進む中での老人ホームの整備について述べられて

おり，その中で，老人ホームは，「向上する国民生

活水準，変化する老人福祉の思想，多様化する老

人のニードに対応するもの」でなければならない

としている．そして 80 年代に入ると，社会福祉の

普遍化と有料化により，サービスの質の向上がよ

り求められることになっていった．低経済成長下

の公的規制の範囲の拡大や乱用が問題とされてお

り，介護サービスは国が公的責任として実施する

ものという考えから，国が委託した民間事業者に

よるサービスやシルバーサービスへと進展してき

た．そこから徐々に民間事業者によるサービスが

国民に受け入れられるようになり，利用者の選択，

契約によるサービスの利用が進んだ．これにより，

社会福祉の質と量の両面からの充実を施策とした

政策を検討することが求められるようになる要因

となったが，1989 年の高齢者保健福祉推進十か年

戦略（ゴールドプラン）において，量的拡大に重

点が置かれたため措置制度は継続し，介護サービ

スの質の改善を大きく図ることはできなかった．
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そして高齢者保健福祉推進十か年戦略が安定した

ころにようやく介護サービスの質に関しての取り

組みが重要視されるようになったのである．介護

保険制度の成立により介護の社会化がすすめられ，

措置制度から契約によるサービスの提供システム

へと変わった．この頃より利用者の意識は福祉の

恩恵を授かる受給者からサービスを選択する消費

者へと転換し，サービスに対して負担に見合うだ

けの質を求めるようになった． 

2017 年現在も未だ介護サービスの「質」を明確

に定義している論文は見当たらず，どのような要

因が介護サービスの質につながるということを明

らかにすることは困難な現状である 2）．まず，介

護の質に関しての先行研究を概観する． 

安達は介護の質を個人，社会，国家レベルで分

類し，利用者と介護者の関係を個人レベルと定義

している 3）．施設に生活している利用者にとって

直接的に影響するのは，個人レベルでの質の向上

であり，利用者と介護者の在り方を検討すること

が，直接的な質の向上であるのではないかと考え

る． 

看護学研究の中では，質の定義とその評価に関

して，アメリカの医療経済学者ドナベディアンの

研究が看護の質についての研究の基礎として広く

活用されている 4）．ドナベディアンは医療の質の

定義を医療者と患者の関係と患者自身の内部で起

こっている活動に分け，それを「過程」と定義し

ており，その判断には直接観察する，記録された

情報を検討して何が起こったのかを再構築する方

法があるとした．安達の個人レベルでの質と，ド

ナベディアンの「過程」の質を同質のものと定義

すると，その判断の為には，記録が重要であると

いうことがわかる． 

株式会社日本総合研究所の報告書では，介護サ

ービスの質を高めていくために以下の 3 点に関し

ての方向性を示している．「①経営品質の向上②常

に学び蓄積し改善していく組織③多様な人材の交

流」を示しており，「サービスの改善は，現場の職

員一人だけで出来る事ではない．職員一人ひとり

が介護実践を通じて経験的に学び，知識・技術を

蓄積していくことは当然のこととして，その知見

や経験を組織として共有し，例えばサービスを提

供するプロセスを改善するといった取り組みが必

要である」と介護職員の知識や技術を蓄積し，広

めていくことの必要性が述べられている 5）．介護

記録という形で残された介護職員の知識や経験を

集約し，サービスのプロセスを改善していくとい

う事は，介護サービスの質の向上に向けた取り組

みとして意味があるものだと考えられる．このよ

うに，介護の質の向上のためには，介護職員が利

用者をアセスメントし，丁寧な記録を残すことに

よって介護の質が向上につながるということが考

えられる． 
今村らが，ユニットケアの普及によるケアのあ

り方の変化により，介護職員が認知症の症状を持

つ方が発する様々な情報をいかに「気づき」ケア

に生かせるようになるかが問われるようになって

きているが，その「気づき」は介護職員の知識や

能力に拠ることが大きく，そのノウハウは共有さ

れていないことを検討しており，共有を主とした

記録システムの構築を研究している 6）．介護記録

の目的は 7）8）9），①介護職の実践の証明②サービ

スの質の向上③ケアプランに反映することでより

良いサービスの提供④利用者・家族との円滑なコ

ミュニケーションを図るための資料⑤介護職員の

専門性の向上ということが挙げられる通り，「気づ

いている」が「記録に残していない」状況では，

質の向上にはつながらず，「記録に残すこと」でそ

れぞれの職員が意識の共有ができ，知識，技術の

向上につながるのである． 

また，記録やアセスメントの重要性に関して，

内田，浦野は，介護過程の展開を進めていく中で，

介護福祉士は専門職として意識して意図的に介護

のプロセスを展開していくことが重要だと述べて

いる 10）．また，日本介護福祉士会の介護福祉士の

専門性において，「介護職の守るべき倫理」に，記

録や，申し送りといった介護実践が介護職であれ

ば獲得している技術として挙げている．内野らは

アセスメントの担当者がケアプランと日々の介護

があっておらず，実践との差異が生じていると感

じていない職員が多くいるという事を問題として

挙げており，介護職員のケアの展開としての

PLAN→DO→CHECK→ACTION の理解が重要で

あると述べている 11）．アセスメントとケアプラン

の間に差異がないと感じるのは，記録と介護の業

務内容をそれぞれ別々として考えているために生

じる問題であると述べている．介護職員にとって

ケアプランの理解とアセスメント，日々の介護を

結びつけて考えることが重要だということが分か

る．また，小関らは記録の必要性に関して「職人

芸的な処遇を乗り切るためには経験としての処遇

を科学化する必要があり，処遇記録を情報化し蓋
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然性を予測する仕組みづくりが必要である．それ

がケアにおける利用者本位の推進につながる．し

かし，記録物の重複やその記録内容はスタッフ

個々人がとらえた現象をおのおのの判断基準に基

づいて記録したものであり，記録方法の統一が図

られておらず科学的，系統的にケアを行うことが

現状の課題である．」とし，どのような記録を残す

かということが重要であることがわかる 12）．宮崎

は，看護記録に関しての記録の主な目的として，

実践を振り返り評価していくことを述べている 13）．

岩本らは「臨床において明確な情報分析の過程を

経ずに実施がなされていることは，その実施され

た行為はルーティン化した行為，直感的な行為，

誰かに指示を仰いでいる行為のいずれかであると

考えられる」と述べている 14）．これらの事から，

直感的な行為や指示を受けていない行為以外の実

践においては明確な情報分析を伴っていることを

証明しなければいけない． 

どのような対応を行うことで，介護職員が介護

記録を意識して質の高い記録を残し，介護全体の

質の向上につなげることができるのであろうか． 

独立行政法人労働政策研究・研修機構の「働く

ことと学ぶことの調査」の中で，職場で教わるこ

とや，仕事を通じた経験が仕事の専門的な能力の

スキルアップや，向上効果につながっていると感

じる主観的な評価が向上していることが明らかに

なっている 15）．職場での学びを通して，職員のチ

ーム連帯や，介護のチームとしてのスキルアップ

につながるということがわかる．また，勉強会の

効果に関して川畑らは，「記録については，必要と

思う情報を記録していることで入居者への関わり

が見え，必要な情報が得られていることになる．

これは介護記録の学習会を継続的に実施しており，

1 年 1 年ステップアップしている結果だといえ

る．」としており，継続的な学習が効果を発揮する

場面である 16）．山名らは学習会の効果を向上させ

るためには，プログラムに対するニーズと学習者

が求めるニーズに即していることが重要であると

述べている 17）．職場での継続した勉強会を行うこ

とでチームとしてのスキルアップにもつながり，

主観的な意識も高まることがわかる．また，実施

する勉強会に関しては，学習者が意識を向けてい

る事柄に対しての勉強会開催が前提であるという

事がわかる． 

本研究の勉強会は，インタビュー調査を基に介

護記録に対しての意識の変革を求めて，勉強会を

行った．勉強会は，研究者主体の講義形式で行い，

「介護記録の目的」「SOAP 記録の意義・目的」

「SOAP 記録の書き方」を中心として，参加者の

意見を聞きながら進めていった．勉強会を通して

記録について意識するようになることで，記録，

介護の質に関しての意識の変化を明らかにする事

を目的とする． 
 

Ⅱ.研究目的 

本研究では介護職員に対して介護記録の勉強会

を行い介護記録に関する目的の理解や活用に関す

る意識に変化があるかを明らかにすることを目的

とする． 
 

Ⅲ.用語の定義 

介護記録…利用者の日常を把握するために記載

する経過記録をいう． 
 

SOAP 記録…患者の問題を明確に捉え，その問

題解決法のプロセスに沿って記録

することであり，S には患者の主訴

O には他覚的所見，A は評価または

考察，P には計画を記載し，思考し

ながら問題の解決にあたる記録方

法． 
 

Ⅳ.方法 

1. 研究期間  

2015 年 5 月から 2016 年 12 月 
 

2. 対象  

関東地方の特別養護老人ホーム A 施設 12 ユニ

ットのうち介護記録に関する自主的な勉強会を開

催した 2ユニットの介護福祉士 9名を対象とした． 
 

3. 調査方法 

対象者に対して本調査の趣旨を説明し，協力を

依頼した．協力の得られたユニット介護職員に対

して，日々の介護記録がどのような目的のもと記

載され，ケアに活用されているかと，記録を作成

する際の困難に感じている点に関して，ヒアリン

グ調査を行い勉強会を開催した．勉強会開催後に

再度ヒアリング調査を行い，意識の変化に関して

前後比較を行った． 
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勉強会内容の検討 
本研究で行った勉強会は，A 施設で採用されて

いる SOAP 形式の記録の理解が十分ではないため，

記録を残すために時間がかかってしまうという語

りが勉強会前のヒアリング調査で聞かれたため，

記録形式の再学習，SOAP 形式の記録の意義，書

き方の理解を求めることとし，ケアプランと介護

実践をつなげるためにも介護過程の展開における

ケアプランの重要性の再確認が必要だと考え勉強

会内容に含めた．介護記録の目的，書き方，SOAP
記録とは何か，SOAP 記録の書き方に関しての内

容を主な内容としてパワーポイントを使用し，指

導を行った．今回の勉強会は研究者による勉強会

として行い業務に支障が出ないよう，勉強会の時

間は 30 分から 1 時間を目途に行った． 

また，情報をどのように共有するか，記録をど

こまで，何のために活用するか，記録を介護業務

の中でどのように位置づけるかという内容に関し

ては施設での検討を求める形とし勉強会内容には

含まないこととした． 
 
4. 調査内容 

勉強会の前後で半構造化面接を行い，勉強会の

前には「介護記録の目的は理解していますか？」

「介護記録で意識して書いていることはあります

か？」「記録は介護に必要だと思いますか？」「カ

ンファレンスの際介護記録は参考にしています

か？」「介護記録を書く際何かを参考にして書い

ていますか？」「これまで介護記録に関して学ん

だことはありますか？」「介護記録を書く際困難

に感じていることはありますか？」の点に関して

質問を行い，勉強会後は「介護記録の勉強会を行

うことで記録に関して意識の変化はありました

か？」「介護記録を介護に活かせるようになりま

したか？」「勉強会を通して，記録は介護に必要な

ものだと考えましたか？」「介護記録を書く際，何

かを参考にするようになりましたか？」「介護記

録を学ぶことは必要だと思いますか？」「勉強会

を行い，介護記録を書く際困難に感じていること

に変化はありましたか？」について質問を行い，

それぞれ勉強会前後で意識の変化について求めた． 
 

5. 分析方法 

ヒアリング調査から得られた協力者の語りのデ

ータを逐語録とし，協力者の語りを繰り返し読み，

切片化を行った．介護記録の目的と考えられてい

る語りの部分を抽出しコード化を行った．コード

化したデータを小カテゴリーに分け，同様と思わ

れる小カテゴリーをそれぞれカテゴリーとしてま

とめた．分析にあたっては，有識者 3 名と行いス

ーパーバイズも適宜受けながら作業を進めた． 
 
6. 倫理的配慮 

日本社会事業大学における倫理委員会の承認後，

対象施設の施設長，対象ユニットの家族，対象ユ

ニット各職員に研究の趣旨，参加協力の自由，拒

否に不利益は被らないこと，面接時いつでも中断

できること，匿名性の確保と，プライバシーの保

護，データの保管管理，扱いについての説明と論

文等での公表を文章と口頭にて説明し承諾を得た．

施設に対しては誓約書の提出を行い，記録の閲覧

に関して行う注意，勉強会開催に関して行う注意

に関しての説明を行った． 
 
7. 調査対象の基本情報 

A 施設の記録形態 

A 施設の記録形態はパソコンにて行い，パソコ

ンが各ユニット 1 台ずつ用意されている．各ユニ

ットのパソコンから，全てのユニットの記録が確

認することができるようになっており，記録には

記載者の氏名が出るので誰が打った記録かを確認

することができる． 

A 施設の担当者会議の状況 

 A 施設では 3 か月に 1 度対象利用者の担当者会

議が開催されており，そこで話し合われた内容を

ケアマネジャーが整理し，ケアプランの見直し，

策定を行っている．介護職員は，担当者会議に合

わせて対象利用者の再アセスメントを行い，状況

の把握，文字化するという作業を行っている． 
 

Ⅴ.結果 

 調査対象の職員の介護施設または在宅介護での

平均勤続年数は，10.125 年である（表 1）．カテゴ

リーは本文中に≪≫で示しており，サブカテゴリ

ーは（）で示し，アフターコーディングは「」で

示す． 
 

表 1.対象介護職員 

対

象

性

別

介護職員

としての

経験年数 介護福祉士資格の有無 

A 女 8 年 有り 
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B 女 8 ヶ月 有り 

C 女 10 年 有り 

D 女 15 年 有り 

E 女 10 年 有り 

F 女 8 年 有り 

G 女 7 年 有り 

H 女 15 年 有り 

I 女 8 年 有り 

 

勉強会実施前に行ったヒアリング調査の分析の

結果，勉強会前のインタビューからそれぞれの介

護職員が介護記録の目的と考えているカテゴリー

は≪情報共有≫≪介助の向上≫≪家族への責任

≫≪申し送り≫≪連携≫≪義務としての記録≫≪

リスク管理≫のカテゴリーが抽出された． 
 ≪情報共有≫では，サブカテゴリーとして（利

用者の情報把握）（情報共有）（出来事の証明）

（記録の判別）（事実の記載）（勤務時間前に確

認）（他の職員の記録を参考にする）が挙げられた．

シフト制で働いている介護職員が出勤していない

日の記録を確認することで，その日の利用者の様

子を知ることが出来るという語りや，様々なシフ

トで働いている介護職員にとって自分以外の職員

の視点から利用者を理解しようとするためのツー

ルとして活用されていた（表 2）． 

≪介助の向上≫では記録を活用することによっ

て他の職種の介助方法を参考にすることでそれぞ

れの介護の知識を深めるための材料としたり，介

助の際に困った時に振り返る材料としているとい

う語りが聞かれた．また，介護職としての自尊心

につながるとの意見や介護の根拠となるという語

りも聞かれ，介護職員にとって記録を残すことで

専門職としての意識を高めているということもわ

かった（表 3）． 

≪家族への意識≫では，介護職員として家族と

のコミュニケーションのために活用していたり，

日々の介護を残すことで，家族への責任として理

解している介護職員の語りも聞くことが出来た

（表 4）．これまで訪問介護を経験した職員が中心

となって語っていた内容である． 

≪申し送り≫では利用者の情報把握や，利用者

理解のために活用することそのことよりも，日々

の業務に活かすためにどのようなケアを継続的に

行っていくかを考えていくために活用されている

ものと考えられる（表 5）． 
≪連携≫では，介護職員のみではなく，他職種

との情報の共有という意味を持っているというこ

とが分かった．現場での出来事を他の職員に知っ

てもらうことでスムーズに介護を進めていくため

に活用しようとしていた（表 6）． 
≪義務としての記録≫では，介護に記録は必要

ないという考えを持っている職員の語りも聞かれ

た．A 施設では，1 日の中で記録の記載がないと

いうことのないように必ず入力しなければいけな

いとされているため，時間がない中で仕方なく記

録を入れているという語りも聞かれた．また，主

だったことがなければ記録を打つことはないとい

う職員もおり，記録を活用する意義，記載する目

的が理解されていない現状も見受けられた（表 7）． 
≪リスク管理≫では，事故が起こった際の対応

のために活用するという意識や，事故が起こらな

いようにヒヤリハットで抑えるために活用するた

めに記録を残しているという語りも聞かれ，日々

状態の変わる利用者をどのようにしたら守れるか

を考えて活用していた．また，事故が起こった際

の活用では，介護職自身の身を守るためにも必要

だという語りがあり，記録は利用者と介護職員両

者を守るために重要だと考えられていた（表 8）． 
 

表 2.≪情報共有≫ 

カテゴリー サブカテゴリー アフターコーデ

ィング 

情報共有 
利用者の情報把

握 

変化が顕著にわ

かるじゃないで

すか．でも記録

がなかったら何

もわからないじ

ゃないですか． 

情報共有 
利用者の状態把

握 

この人今こうい

う状態だからこ

うしなきゃダメ

だなとかそうい

う注意は，やっ

ぱり常にしてい

ないといけない 

情報共有 
利用者の情報把

握 

その利用者さん

をどういう人な

のか，どういう

ケアが望ましい

のかっていうこ

とをまぁ，利用

者さんが望んで

いることもそう

ですけど． 
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情報共有 
利用者の情報把

握 

例えば T さんが

お洋服を脱ぐこ

とを拒否される

ことに対して，

例えば全部着た

中でおズボンを

ゆっくり脱いで

いただくという

方法が穏やかに

お風呂に入って

いただけるとか

っていうことが

今は口伝えなん

ですけどね． 

情報共有 
利用者の情報把

握 

何を言っている

かわからない．

で，他の人の記

録を見たら，実

はその洋服を着

る 時 に シ ャ ツ

が，シャツの袖

が上に捲れちゃ

ってて，それを

伸ばしてほしい

こ と だ っ た と

か，それが例え

ば記録に書いて

あれば． 

情報共有 情報共有 

シフト制，毎日

いないという事

なので，やはり，

情報共有． 

情報共有 情報共有 

原因は何なのか

っていうそうい

う細かいところ

まで追求する原

因を探る為の記

録 

情報共有 情報共有 

交代制で働いて

情報を共有して

いかなければい

けないですし，

他の看護婦さん

とか，他の職種

のリハの方とか

も情報を知るべ

きだと思う． 

情報共有 
他の職員の記録

を参考にする 

他のスタッフの

人が書かれてい

る記録はきちん

と，自分の動き

はどういう動き

をしたらいいか

っていうのはと

ても大事に思い

ます． 

 
表 3.介助の向上 

カテゴリー サブカテゴリー 
アフターコーデ

ィング 

介助の向上
他職員の記録を

参考 

例えば，他の人

がこういう風に

したらよく食べ

ま し た と か っ

て，例えば，パ

ンとかを，あの

牛乳で浸して甘

くしたら食べま

したとかってい

うのがあれば．

やってみようと

か． 

介助の向上
利用者の状況の

記載 

ここのユニット

の特徴で利用者

間のトラブル．

こういう言い合

いでこうなっち

ゃったよとか，

職員がどういう

タイミングで介

入したよとか，

で，そのあとの

様子．忘れて何

事もなかったよ

うに過ごしてい

るとか，覚えて

らっしゃる方は

その通りに書い

てます．表情だ

とか，ごはんふ

てくされて食べ

て な か っ た と

か，その後の様

子を書いたり，

この前はどうだ

ったかなとか書

いてます． 
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介助の向上 介護記録の参考 

ケアプランはあ

ります．うちの

記録って上に問

題点が出るじゃ

ないですか．で，

やっぱり記録を

打たなきゃいけ

ない時に何を目

的に書くかって

言ったらその利

用者さんの日々

の生活もそうで

すけど，やっぱ

りケアプランっ

ていうもの存在

している以上私

たちはそこを意

識して書かない

と，現状利用者

さんの生活につ

ながっていかな

いっていうか． 

介助の向上 介助の根拠 

そういう情報が

根拠として，理

由として必要に

な っ て く る の

で，そういう部

分ではやっぱり

大切なのかなっ

て． 

介助の向上 
知識の共有・強

化 

たぶんここの施

設っていろいろ

な職種がいるじ

ゃないですか．

今までそういう

現場にいたこと

がないからだと

思 う ん で す け

ど，こんなに他

職種がいて情報

が共有できない

とかそれぞれの

分野を活かせな

いっていうのは

すごく損じゃな

いですか． 

介助の向上 
自尊心につなが

る 

自分のやってる

ことは，自尊心

にもつながって

るかもしれない

ですね．大切な

方を預かってい

るっていう意識

につながると思

います． 

 

 
表 5.申し送り 
カテゴリー サブカテゴリー アフターコーデ

ィング 
申し送り 介護記録で他の

シフトの様子を

知る 

毎日来ているわ

け で は な い の

で，夜間帯の様

子から自分がい

ない時間帯の様

子まで知ること

が出来ますし． 
申し送り 申し送りに活用 必要最低限の送

りはあると思う

ので，記録は絶

対 必 要 で す よ

ね． 
申し送り ポイントの記録 大切なところで

は，時間がない

と言いつつも，

表 4.家族への意識 
カテゴリー サブカテゴリー アフターコーデ

ィング 
家族への意

識 
家族との関わり

に必要 
介護福祉士とし

てできる，家族

との関わりもや

っぱり大事にし

なきゃいけない

ので，そこでや

っぱこう，なん

だろう行き違い

じゃないけど，

関係性を壊さな

いようにってい

う部分ではやっ

ぱちょっと私は

気になるかなっ

て． 
家族への意

識 
家族への責任を

意識 
目 的 っ て な る

と，大切な家族

を方をお預かり

しているってい

う点では，ご家

族に対しての責

任でもあるし，

ご利用者に対し

ての責任でもあ

ると感じます． 
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ここがポイント

だなと思うとこ

ろは記録に載せ

るように努力し

ていますが． 

 
表 6.連携 

カテゴリー サブカテゴリー アフターコーデ

ィング 
連携 他部署との連携 アクシデント，

事故が起こった

時に事故の記録

もやっぱりない

とそれを見なが

らあとアクシデ

ントリポートを

見ながらケアマ

ネは家族に連絡

したりとかする

ので． 
連携 連携 同じ職員さんで

も他職種でも，

共有したり連携

する為に必要な

もの． 

 
表 7.義務としての記録 

カテゴリー サブカテゴリー アフターコーデ

ィング 
義務として

の記録 
介護記録はなく

てもいい 
目的っていうの

は特に意識して

ないです．書か

なくちゃいけな

いと思ってるこ

とをやってるだ

けで． 
義務として

の記録 
書かなければい

けないから書い

ている 

本当はあれば，

さっきも言った

ようにこういう

風にしたら成功

したとか，こう

いう風にしたら

嫌がったとか，

そういうのを参

考にはできます

けど，それを参

考にしようって

いう必要性より

も，やらなくち

ゃいけないって

いう． 

義務として

の記録 
書かなければい

けないから書い

ている 

あればそうやっ

て参考にできる

とこもあるんだ

けども，自分の

中では義務とし

て仕事の一つだ

からやってるっ

て い う 感 じ で

す． 
義務として

の記録 
介護記録は必要

ない 
今ある中で仕事

をしてるのでど

うしても必要な

のかなって思い

ます．でも例え

ばですよ自分の

家族を介護する

ときに記録が必

要かと考えると

必要じゃないん

だよなとかちょ

っと思ったりす

る 
義務として

の記録 
義務だから記録

を付けている 
実際なければな

いで，意外とそ

れはそれででき

ちゃうのかなと

か．今ある中で

の仕事なので，

どうしても打た

なきゃって 

 
表 8.リスク管理 

カテゴリー サブカテゴリー アフターコーデ

ィング 

リスク管理 リスクへの意識 大きな事故があ

った時どうする

のって思うんで

すよ．記録が多い

って言われるん

です． 
リスク管理 介護職員を守る 何かあった時に

自分を守る意味

でもやっぱり記

録に書いておけ

ばそれを提示す

ることでそれが

証拠になるんで 
リスク管理 リスクへの意識 あまり，活かせて

ないかも．やっぱ

り同じような内

容になってるか
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ら，転落したとか

事故が起こった

時の，気を付けよ

うとか見るけど，

あんまりない人

もいるし． 
リスク管理 リスクへの意識 記録がなかった

ら利用者さんに

なんかあった時

に，たぶん人間っ

てすぐ忘れちゃ

うから，やっぱり

残しておかない

とダメなのかな

って思ったり． 
リスク管理 リスクへの意識 例えば事故があ

ったとき，事故が

発覚した時，じゃ

これいつからあ

ったんだろうっ

て記録を見ても

記録がなかった．

大問題ですよね．

なんで気づかな

かったのかって．

だからクレーム

対象となるよう

なことは避けた

いですよね． 
リスク管理 事故があった時

の証拠 
でもそれが救い

になるというか．

一回だけ日中に

ご利用者様が心

肺停止になった

時に，そのときも

記録はもちろん

10 分おきに書い

ていたんです．今

日おかしいねっ

て．で，次に見に

行った時にお亡

くなりになって

たんですけど．そ

の時も記録が入

っていたんです

ぐ警察の方が入

ってあちゃんと

記録が入ってま

すねって．仰って

くださって．も

し，そこまでの大

きい死亡とか事

故でなければ入

れなくてもいい

ってことじゃな

くて軽いことで

もやっぱり入れ

なければいけな

いんだとすごく

勉強になりまし

た． 

 

そして，ヒアリング調査を行った職員を中心に

して当日出勤の他職員と共に勉強会前のヒアリン

グ調査をもとにした介護記録の目的，書き方，

SOAP 記録の意義，書き方を中心にした勉強会を

行った．開催時間は 30 分から 1 時間程度で実施回

数は 1 回である．勉強会では，研究者の説明を基

に「ではどうした書き方がいいのか」ということ

や，「これからはもっと細かく書いた方がいいので

はないか」など職員同士での議論も見られた． 

勉強会後に改めてヒアリング調査を行った．≪

情報共有≫≪リスク管理≫≪連携≫と勉強会前と

同様のカテゴリーも抽出されたが，≪仕事の一環

≫≪活用方法の変化≫のカテゴリーが新たに抽出

された． 

≪情報共有≫≪リスク管理≫≪連携≫のカテゴ

リーではそれぞれ勉強会前の意識がより強化され

たような意見もあったが，勉強会を受けても業務

の中では記録に使用する時間がないためどうして

も簡潔になってしまい記録の活用まで至らないと

いう語りも聞かれた．記録の勉強会を行うことに

よって書き方を考えるようになりよりどのように

書いたら良いかという点に関して考えるようにな

り，情報の選別に時間がかかるようになったとい

う職員の語りもあった．また，記録という形では

これまで意識していなかったケアマネジャーなど

の記録も読むようになったなどの語りも聞かれた

（表 9.10.11） 

勉強会後に新たに抽出された≪活用方法の変化

≫では書き方に関する勉強会を行ったことによる

書き方に関する意識の変化がみられたことや，ケ

アプランを基に介護を提供しているという再認識

が行えたことにより，記録を書く指標に関しての

理解が深まっていた．また，情報を記録から共有

することによる業務の簡略化による介助時間の増

加を目指した語りも聞かれ，記録を介護に活かす

という意識と同様，記録時間に介護の時間を圧迫

されないようにしようという思いが感じられた
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（表 12）． 
≪仕事の一環≫ではこれまで義務として行うと

いう意識で行っていた記録を仕事の一環としてと

らえることで介護職としての責任の中での記録を

目指すという意識も感じられた．介護職員として

職員同士や他職種と協力をするための記録として

の意識が見られる．また，SOAP 記録に関しての

勉強会を行ったことで書き方を理解することも大

事だという語りも聞くことが出来た（表 13）． 
 
表 9.情報共有 

カテゴリー サブカテゴリ

ー 

アフターコーデ

ィング 
情報共有 情報の共有 それについて特

に話題がなくて

も，例えば当直で

入った人が日中

に起こったこと

に対してコメン

トはあったりと

か，そういうのも

大事かなって．そ

こで申し送りが

始まったりでき

るし． 
情報共有 利用者の状態

把握 
例えば体調不良

の方がいて，休み

明けで来て，例え

ば前日の記録が，

すごくシンプル

だったりすると，

どうだったのか

なとか思ったり

します．だから，

担当のスタッフ

が気づかなかっ

たのかとか考え

たりします． 
情報共有 活用のための

記録 
目に見えてるも

のをそのままに

しているってい

うのは，介護に従

事している者と

して，記録に残さ

なきゃいけない

のは当たり前で，

残すだけじゃな

くて記録に残っ

てるからこそっ

ていうのも考え

ていかないとい

けないのかなっ

て思いました． 

情報共有 記録内容の判

別 
必要だと思うん

ですけど，午前の

記録一行，午後の

記録一行だけで，

なんか，ねぇ．本

当にそれが必要

なのかな？って．

必要な時に午前

の記録午後の記

録関係なく，いれ

ればいいし，日中

の記録だけ入れ

ればいいんじゃ

ないかなって思

うときもありま

すね． 
情報共有 利用者の情報

把握 
Ｔさんみたいに

不定愁訴の多い

方はいつものこ

とだろうって思

って見過ごして

いたことが長期

にわたり続いて

しまって，じゃあ

いつから始まっ

たのかっていう

のが分かんなく

なってしまった

ので，まぁ気づい

たら記録にしな

きゃなっていう

のはあります． 
情報共有 情報判断 いつものことだ

ろうっていうの

が結構あって記

録に残ってない

ことがあって．そ

れでちょっと，ま

ぁ（ケアマネ）と

話していつから

だったんだろう

ねって，そういえ

ばずいぶん前か

らあるよってい

う会話をするこ

とが時々あるの
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で，さしあたって

いつものことだ

けれども気にな

ったら記録に残

した方がいいの

かなっていうの

はあります． 
情報共有 情報の共有 記録をちゃんと

見ている人はい

つからそんな感

じだよねってい

う会話をできる

のでそれも大事

かなと思います．

そういうことで

記録をちゃんと

見てるんだなっ

て確認できるの

で，やっぱりいろ

いろな相談事と

かある時には記

録を見るってい

うのは連係プレ

ーとして大事か

なと思います． 
情報共有 情報共有 きちんと記録に

残すことでいか

に細かく情報共

有できるかを意

識することが出

来ました． 
情報共有 情報の判別 これは記録をし

た方がいいのか

な？とか残した

方 が い い の か

な？とか前より

悩むようになり

ました．前より記

録の大変さとか

大切さを考えて

しまったが上に，

これも残した方

がいいかなって

いう迷いが出来

てきました．やっ

ぱり書いておこ

うになるんです

けど． 

情報共有 利用者の情報

の記載 
食介でこういう

風にやったら良

かったとかこう

いうスプーンな

らよかったとか

書いてあると，で

も，他の人が同じ

ようにやって進

まなかったとか

あるとそれはス

プーンの問題も

あるかもしれな

いけど，実際の食

事の味付けの問

題もあるかもし

れないから，一概

に言えないんだ

けど，こっちのス

プーンの方が食

べやすいかもな

って参考にでき

たりします．あと

排泄とかもこう

いう風にしたら

よかったとか，う

ん．あるとうん．

参考にしてちょ

っとやらせても

らおうとか． 
情報共有 情報の判別 例えば I さんみた

いに大きな声出

して，他の人がう

るさいって言っ

てるのもわかっ

てないようでし

たとかならかけ

るけど，他の O さ

んとか毎日じっ

としてる人とか

の記録だったら

午前とか午後と

か分けなくても．

まぁなんか例え

ば，○○県の出身で

○○県のお話をし

たら喜んだって

いう記録をみる

と，じゃ私もその

話を使わせても

らおうっていう

ような時は記録

があってよかっ
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たとか思います

けど． 

 
表 10.リスク管理 

カテゴリー サブカテゴリー アフターコー

ディング 
リスク管理 事故に活用 例えば事故が

起こった場合

はそれを振り

返るとかでき

るし，生かす

場はあると思

うんです． 
リスク管理 リスクへの意識 大きなこと，

事故とかがあ

った場合はさ

しあたって大

事なところだ

けを記録に残

しておいて，

で，あとで時

間を作って付

け足すってい

う作業もして

ます．必要だ

なって思った

ときは．いつ

もじゃないけ

ど．でもそれ

を後で自分で

見ることもあ

るし，他の人

に見てもらい

たいってこと

もあるし． 
リスク管理 急変に対応する記

録 
ただやっぱり

なにか事故が

起こった時と

か急変が起こ

った時とかそ

ういったとき

に前の記録を

振り返って，

でそれを，持

って病院に行

ったりするか

らそういった

ところで記録

って大事だな

って常に感じ

ますね． 

リスク管理 事故・けがの防止 例えば T さん

な ん で す け

ど，ベッド上

で回転される

んですよね．

360 度．でこ

う，壁をけっ

たりとか絶対

に皮下出血で

き る ん で す

よ．これはい

つできたかわ

からないじゃ

なくてあきら

かにできるな

って思ったな

らそれをちゃ

んと記録に残

して，ヒヤリ

に残してそれ

をちゃんと K
さんが受け取

ってくださっ

たんです．そ

のまま他職種

に相談してく

ださって．信

頼関係がある

なって思いま

した． 

 
表 11.連携 

カテゴリー サブカテゴリー アフターコー

ディング 
連携 他職種との連携 介護だけだと

分からないん

ですけど，ケ

アマネだった

り，リハビリ

だったりに相

談することで

他からの視点

の変化を得ら

れることは今

ま で も あ っ

て，それを記

録におとして

はないので，

それを記録に

落とすってい

うことをした



 
人間生活文化研究 Int J Hum Cult Stud. No. 27 2017 

 

         A 施設における介護記録の勉強会実施前後の意識の変化 586
 

らもっと変わ

るのかもしれ

ませんね． 

連携 多職種連携 ケアマネージ

ャーとリハビ

リさんの記録

はきちんと見

るようになり

ました． 

 
表 12.活用方法の変化 

カテゴリー サブカテゴリー アフターコー

ディング 
活用方法の変

化 
正確に書く 簡潔にするこ

とや，はぶく

ことがなくな

りました．だ

らだら書くよ

り，簡潔に，

より正確に書

くことを意識

しました． 
活用方法の変

化 
ケアプランの認識 要は介護の目

標があるじゃ

ないですか．

それを見るよ

う に 心 掛 け

て，今このス

タンスで問題

が起きたらケ

アプランのど

こに当たるか

っていうのを

意識するよう

に な り ま し

た． 
活用方法の変

化 
活用に向けた変化 今まで活用で

きていると思

っ て い た け

ど，勉強会を

通してもっと

活用するため

にやらなきゃ

いけないこと

だったり，も

っといろんな

ことをやらな

き ゃ い け な

い．ただ書い

てるだけなん

だなと思いま

したね． 

活用方法の変

化 
活用に向けた変化 難しいからや

らないではな

く，難しいっ

ていう意識は

まだあるにし

ろ，教えても

らったことを

まずやってみ

ようっていう

風になりまし

た． 
活用方法の変

化 
介助実践の指針 残し方．記録

をどう書くと

か，どういう

ところに着目

して書くかと

かもそうなん

だけど，その

記録って，残

すだけでいい

っていうわけ

じゃないんだ

なって．記録

があるから次

のことを考え

なきゃいけな

いんだろうな

っていうのも

記録なんだな

ってちょっと

思った． 
活用方法の変

化 
ケアプランに沿っ

た介護の提供 
ケアプランが

重要だなって

思ったのはそ

れを基にして

介護をしてる

わけなので，

ケアプランが

この人はどう

持っていくの

かっていうこ

とが重要かな

って思います

ね．少し落ち

着いてみたり

することが出

来るようにな
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りました． 

活用方法の変

化 
ケアプランを意識 ケアプランを

しっかりとみ

ることは大切

だなって思い

ましたので置

き場所を少し

変えようかな

って思いまし

た．でも，教

育する時とか

に，この人の

この内容はケ

アプランに載

ってるよとか

っていうのは

意 識 し た か

な． 
活用方法の変

化 
情報共有の手段の

変化 
うちのユニッ

トは別でノー

トを使って記

録のほかに情

報共有をする

方法があるん

ですけど，二

重になるんで

すよね．ま，

情報共有の内

容はいろんな

ところに書い

てあればそれ

ぞれいろんな

ところで見て

みる回数が多

ければ多いほ

ど思い出すき

っかけにはな

るけど，実は

それって業務

を増やしてる

ことになるん

だなって思っ

て，必ず職員

が目を通す記

録 に 関 し て

は，業務が増

えてしまって

いるんだなっ

ていうことを

意識しながら

記録に落とす

っていうこと

を意識するよ

うになりまし

た．あれ以来．

 
表 13.仕事の一環 

カテゴリー サブカテゴリー アフターコー

ディング 
仕事の一環 仕事の一環 語彙も少ない

しちょっとあ

る意味で声が

もっと多けれ

ば伝わり方も

違うかもしれ

ないんですけ

ど，まずはそ

の ス タ ン ス

を，自分の仕

事の一環に組

みいれて，記

録っていうも

のに，記録も

仕事の一環な

ので仕事に来

てるのでちゃ

んとやりたい

なと思ってま

すね． 
仕事の一環 職員の相互関係 情報を介護記

録に載せてい

ければ自分の

為になるし，

皆で協力しな

がら介護でや

るべきだと思

うんで，相互

に良い，相互

関 係 も い い

し，そうやっ

て大変な中記

録を入れてく

れてる人に対

しても，自分

が入れたとき

大変だってわ

かってるし，

時 間 も 食 う

し，でもあき
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らめないでし

っかり書いて

いきたいなと

思いますね． 
仕事の一環 介護職の仕事 記録を書くこ

とは私たちワ

ーカーにとっ

て必要な情報

なので，仕事

としてきてる

わけだから，

SOAP を活用

することがす

ごく大事だな

と 思 い ま す

ね． 

 

Ⅵ.考察 

 勉強会前の職員に対するヒアリング調査では，

記録の目的の理解について質問を行った．その結

果，≪情報共有≫≪介助の向上≫≪家族への責任

≫≪申し送り≫≪連携≫≪義務としての記録≫≪

リスク管理≫の 7 点のカテゴリーが抽出された．

訪問介護の経験のある職員にとっての記録は≪家

族への責任≫が中心となっていたり，専門学校な

どを通して資格取得している職員にとって記録は

≪情報共有≫にとどまらず，≪介助の向上≫につ

ながると考えるようであった為，職員の経験年数

や資格取得における学歴や経験の違いなどが関わ

っているのではないかと考えられる．これにより，

資格取得における経験や，学歴，介護職員として

の経験年数等が記録に対しての意識に影響してく

るのではないかと考えられる．≪介助の向上≫で

は，それぞれの利用者に対しての介助の工夫を記

載することで，それぞれが困ったとき，どのよう

に対応したらよいのかという場面での活用を目的

としていた．≪家族への責任≫に関しては，訪問

介護の経験のある職員が家族への責任を意識して

記録を書いていた．先にも述べた通り，特別養護

老人ホームのようにいつ家族が来るかわからない

状況での家族への意識をすることよりも，利用者

宅に訪問して介護を行った経験のある職員にとっ

て介護記録は家族への責任という意識が強くなる

ということが示唆された． 

 ≪申し送り≫では，それぞれの職員が伝えたい

内容をとにかく知っていてもらいたいという思い

から書くという語りや，最低限の事を伝えるツー

ルとしての目的が意識されていた． 
 ≪義務としての記録≫においては、書かなけれ

ばいけないので書いているという語りが多く聞か

れ，記録がないのならば，その方法に対応してい

けるのではないかと考えていた．また，利用者状

況や申し送りに特に何もなければ書かなくてもい

いという語りも聞かれた．藤村は 23）「患者が体験

している病気に対する反応とともに，どのような

医療行為・看護ケアに対して有効な過程・結果を

表しているのか，変化がないのか，悪化の兆しを

示しているのかを記述する．その内容は，看護者

が意図した，または意識している責任行為の経

過・結果が記録される．つまり，論理的思考や当

為感情からみて正当だと認められる意味適合性，

およびある事象 A に引き続いて事象 B が起こりう

る蓋然性が記述されている．そのため，記述内容

から事実関係が明瞭であれば因果適合性を把握す

ることができる．」としており，つまり記録は患者，

利用者の対応に関して論理的に述べているべきで

あり，記録を残しておくことによって患者，利用

者の生活を見通して把握することができると述べ

ている．記録を義務として感じてしまう理由とし

て，このように，それぞれの職員が介護記録を通

じて考える機会を持ってこなかったということが

原因として考えられる．また，勉強会を行う前は

特に意識せず，≪義務としての記録≫に挙げられ

るように，記録がなくても介護はできるという考

えの職員もおり，記録に対しての意識の低さが顕

著になっている．勉強会を行う前は特に，記録を

書かなければいけないという意識で行っている職

員がおり，記録の活用まで至っていない様子が目

立った． 

そこで，勉強会実施における変化を見ていく．

勉強会を行うことで介護記録に関しての目的意識

の向上，各職員での意識の在り方の向上を目指す

ことを目的として行った．勉強会後には≪情報共

有≫≪リスク管理≫≪連携≫≪仕事の一環≫≪活

用方法の変化≫の 5 つのカテゴリーが抽出するこ

とが出来た．勉強会後のヒアリング調査では，記

録に対しての意欲的な意見や視点の変化が現れて

いた． 

≪リスク管理≫に関しては勉強会前後で職員の

意識の変化は見られなかったが，より大切にした

いという意識の変化が図られている．≪連携≫に

関しては大きな変化は見られなかったが，今回の

勉強会内容が，記録の書き方と意義に焦点を当て
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ていたため介護職員自身の考えから大きな変化が

なかったものと考えられる．≪情報共有≫に関し

ては，≪連携≫と共通して大きな変化は見られな

かったが，「これは記録をした方がいいのかな？とか

残した方がいいのかな？とか前より悩むようになり

ました」というように記録を強く意識したと考えら

れる語りが聞かれた． 
 勉強会後に新たに追加されたカテゴリーとして

≪仕事の一環≫≪活用方法の変化≫を抽出するこ

とが出来た． 
 ≪活用方法の変化≫では，勉強会を通してケア

プランを意識するようになったという語りが聞か

れているが，ケアプランを意識することによって

介護実践に対する考察が出来るようになるものと

考える．山本はケアプランを基に傾倒的な介護の

提供がより質の高いケアの実施につながるとして

いるが，そのケアプラン作成に関してケア記録を

参考にしている事業所は 4 割弱という結果を示し

ている 18）．本研究での調査は行っていないが，ケ

アマネジャーにも調査を行い，介護職員のみがケ

アプランを意識するのではなく，ケアマネジャー

にも介護記録を意識することが出来るような教育

が必要だということが示唆された．また，介護記

録の勉強会を通して，自分たちが介護記録をどの

ように活用していたか，活用しきれていない場合

はどのように活用していくことが理想なのかを考

えるきっかけになっていた．ここから，介護記録

に関しての知識を得ることによって意識の変化が

あるということがわかる． 

≪仕事の一環≫として変化が見られた項目では，

記録形式を理解したうえで更に，苦手意識もある

中で記録を入力することが職員同士の相互関係に

影響するという語りや，仕事の一環としての責任

を感じるといった語りが聞かれていた．また，こ

の中で，SOAP記録の書き方に関する不安もあり，

SOAP 記録で書く目的や意義の説明を行う事で形

式の理解はできたが，活用方法に慣れていないと

いう点が問題となっているという事もわかった．

また，記録形式を考えるうえで求められることと

して佐藤らは SOAP 記録は事前に抽出，提示され

た看護問題に対してアセスメント・評価・実施・

計画を行い，記載していくことが特徴の為，取り

上げられる初期計画と実践内容の合致の検討が十

分に必要だと述べている 19）．A 施設ではケアプラ

ンの作成，個別支援計画は施設ケアマネジャーが

一貫して行う為，介護職のケアプラン，個別支援

計画の理解が必要だと考えられる．これらより，

記録形式に関する詳細な勉強会の必要性があるこ

とがわかった． 
 

Ⅶ.結論 

本研究を通して，介護記録の勉強会を行うこと

でそれぞれの介護職員が記録に対しての意識を向

けることによって自分たちの介護の証明を残す必

要性を専門性，利用者の為，自分たちの為といっ

た様々な視点から見つめなおすことによって義務

として書かなければいけない，特変がなければ必

要がないといった考えを改めることができ，介護

記録に対する意識の変化から，介護の質の変化へ

とつながったのではないかと考えられる． 
 

Ⅷ.本研究の課題 

 本研究では，対象者を 1 つの施設の 2 つのユニ

ットと限定し調査を行い，調査対象者はすべて女

性であった．パソコンを使用しての記録という点

に関して男性の職員への調査も意義がある者と考

えられる．また，研究対象となっていないユニッ

トに関しての調査を行っていない為，勉強会を行

わないユニットの勉強会や記録に対しての意識の

調査を行うことが必要であると考えられる． 

また，本研究では介護記録の勉強会を 1 度のみ

の実施となったため，継続的に勉強会を行うこと

と，勉強会を行わなかったユニットの比較を行う

事で記録に対する目的の意識，介護に対する意識

の調査を検討することがでるのではないかと考え

られる．意識の変化に関しての調査を目的とした

ため，記録内容に関しては関与しなかった．記録

内容の変化まで詳細に調査を行うことでさらなる

変化が現れたのではないかと考える．以上の事項

に関しては今後の研究の課題としていく． 
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Abstract 

The purpose of this study is clarify whether a change of the record in consciousness and the practice to the 

record of the care worker appeared by performing the study session of the care record of the care record in a 

elderly nursing home. A study session hold by a researcher and performed a study session and performed the 
hearing investigation into about the purpose of care record by the semistructured interview before and after a 

study session. As for the contents considered as a purpose of the care record, seven categories that the care 

staff of record «information sharing» «improvement of caring» «risk management» «as the responsibility for 
the family» «information» «collaboration» «recorded as obligation» though about as a purpose of the records 

were extracted from the hearing investigation in front of the study session. Based on the hearing investigation 

in front of the study session, how to write care record, the significance of the SOAP record, purpose of the 
care record. A category was extraction about «part of work» «information sharing» «risk management» 

«cooperation» «how to take advantage of change» in the hearing investigation that I went for after a study 

session. In «information sharing» «risk management» «cooperation», the change of the big consciousness 
changed was not seen but thinks that a change of the consciousness «recorded as obligation» «part of the 

work» «how to take advantage of change» for change of consciousness for care workers. I think that 

improvement of the quality of the care change the awareness about care work through the study session about 
how to record. 
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